
今月の掲載記事
令和 6 年度施政方針
令和 6 年度当初予算
市役所の組織を紹介します
新職員を迎え新組織体制でスタート
飯野小・中・高連携事業
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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月26日から3月19日まで開かれ、村岡市
長は、「令和6年度施政方針」を述べました。その一部を抜粋・要約し
てお知らせします。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の「
日
常
」を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会
に
は
新
た
な
課
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
問
題
や
長
引

く
物
価
高
騰
は
、
市
民
生
活
や
産
業
活
動
等

に
大
き
な
負
担
や
制
約
を
与
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
や
産
業
に
波
及
し
続
け
て
い
ま
す
。

経
済
社
会
状
況
を
G
D
P
（
国
内
総
生
産
）

と
い
っ
た
経
済
指
標
の
み
で
測
る
の
で
は
な

く
、
満
足
度（
W
e
l
l
―
b
e
i
n
g
）等

の
観
点
も
含
め
て
、
多
面
的
に
把
握
し
て
政

策
に
反
映
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民

で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、
歳
出
の
内
容
を
前

向
き
に
不
断
に
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
も

活
用
し
て
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

■
え
が
お【
市
民
生
活
】

・
新
た
な「
え
び
の
市
こ
ど
も
計
画（
仮
称
）」

の
策
定
を
進
め
、「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」に
よ

る
児
童
手
当
拡
充
、
な
ら
び
に
市
独
自
の
施

策
で
あ
る
第
3
子
以
降
の
保
育
料
・
副
食
費

無
料
化
お
よ
び
子
ど
も
医
療
費
助
成
等
、
経

済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を

相
談
で
き
る
場
と
し
て
の
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
を
充
実
・
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
母

子
保
健
・
児
童
福
祉
の
両
機
能
が
一
体
的
に

相
談
支
援
を
行
う
機
関
で
あ
る「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
の
実

現
に
向
け
、「
元
気
で
健
幸
な
え
び
の
市
づ

く
り
計
画
」に
基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

・「
第
9
期
え
び
の
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

令和 6 年度

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

適
正
運
用
に
努
め
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
笑
顔
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
介
護
・
フ
レ
イ

ル
予
防
の
普
及
啓
発
や
活
動
支
援
を
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
支
え
る
介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

・
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
令
和

７
年
度
か
ら
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
本
格
実
施
に
向
け
て
、
新
た
に
社
会
参
加

の
た
め
の
地
域
づ
く
り
事
業
・
参
加
支
援
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
分
ら
し
く
活
躍

で
き
る
た
め
の
啓
発
や
配
慮
の
提
供
お
よ
び

社
会
参
加
等
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
障
害
者
福
祉
施
設
等
で
働
く
人

材
の
確
保
・
離
職
防
止
の
た
め
の
支
援
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

・「
え
び
の
市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」に

よ
り
、
診
療
機
能
向
上
・
収
益
増
加
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
西
諸
３
市
町
で「
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
」を
設
立
し
て
、
西
諸
３
公

立
病
院
連
携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
医
師
の
確

保
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

・
美
化
セ
ン
タ
ー
は
、
大
規
模
改
修
に
よ
り

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
詳
細
仕
様
書
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ま
じ
わ
り【
産
業
・
イ
ン
フ
ラ
】

・
地
域
商
社
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務

を
推
進
し
、
寄
附
額
の
向
上
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
本
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

・
国
立
公
園「
霧
島
」指
定
か
ら
90
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
え
び
の
高
原
を
中
心
に
年

間
を
通
じ
た
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
え

び
の
高
原
を
含
む
霧
島
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
ま
す
。

・
国
が
整
備
を
進
め
る
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
合
わ
せ
て
、
ト
イ
レ
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

・
八
幡
丘
公
園
整
備
を
引
き
続
き
進
め
、
白

鳥
温
泉
へ
安
定
的
な
水
源
確
保
と
効
率
的
給

水
を
行
う
た
め
に
、
整
備
基
本
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

・
産
業
団
地
へ
の
さ
ら
な
る
立
地
の
た
め
、

広
告
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
企
業
訪
問
に
よ
る
情
報
発
信
や
立

地
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
に
産
業
団
地
へ
立
地
決

定
し
た
2
社
の
操
業
開
始
に
向
け
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
円
滑
に
事
業
開
始
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
将
来
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
や
、
農
地
利

用
の
姿
を
明
確
化
す
る「
目
標
地
図
」を
含
む

「
地
域
計
画
」を
定
め
、
農
地
バ
ン
ク
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
営
農
意
欲
の
あ
る
経
営
体

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
よ
る
効
率
化

や
生
産
性
の
向
上
を
進
め
ま
す
。

・
畜
産
経
営
は
、
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、

か
つ
て
な
い
非
常
に
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
常
に
情
勢
を
注
視
し
て
必
要

な
対
策
を
的
確
に
講
じ
ま
す
。
ま
た
、
市
内

産
畜
産
物
の
積
極
的
な
P
R
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
荒
廃
竹
林
等
の
未
利
用
資
源
を
活

用
し
た
敷
料
の
開
発
・
実
証
に
取
り
組
み
ま

す
。

・
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
き
、

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
有
機
農
業
等
の

推
進
や
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
利
用
促
進
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

・
市
内
産
栗
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
の
機
械

導
入
等
の
支
援
拡
充
を
行
い
ま
す
。

・
県
営
畑
か
ん
事
業
お
よ
び
水
田
の
県
営
ほ

場
整
備
事
業
は
、
事
業
実
施
地
区
の
早
期
完

成
と
、
計
画
的
な
事
業
採
択
に
向
け
推
進
し

ま
す
。

・
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
推
進
や
商
工
会
館
建
設
な
ど
の

木
材
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
生
活
道
路
に
つ
い
て
計
画
的
に
拡
幅
改
良

等
を
行
い
、
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

・
河
川
の
堆
積
土
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫を

行
う
な
ど
、
被

害
軽
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
治
水
対
策
と

し
て
川
内
川
の
氾
濫
防
止
の
た
め
の
内
水
対

策
・
下
方
井い

せ
き堰

早
期
改
築
・
排
水
機
場
能
力

向
上
を
国
に
要
望
し
ま
す
。
さ
ら
に
川
内
川

上
流
の
砂
防
堰
堤
設
置
や
河
川
護
岸
整
備
等

の
抜
本
的
な
対
策
を
県
に
要
望
し
ま
す
。

・
経
年
化
や
災
害
を
見
据
え
、
水
道
施
設
の

更
新
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

「
え
び
の
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」に
よ
り
、

持
続
可
能
な
水
道
事
業
経
営
基
盤
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

■
つ
づ
け
る【
教
育
】

・
30
人
学
級
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、

A
I
ド
リ
ル
な
ど
I
C
T
を
活
用
し
、
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
や
、

学
力
の
向
上
と
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

・
再
構
築
し
た「
え
び
の
学
」を
も
と
に
、
地

域
学
校
協
働
活
動
と
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
力
を
入
れ
、
児
童
・
生
徒
が
、
自
分
の

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
心
や
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
ふ
る
さ
と
に

貢
献
す
る
態
度
を
育
み
ま
す
。

・
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
年

間
を
通
じ
た
小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
無

償
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
令
和
9
年
に
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
実
行
委
員
会
に
お

い
て
計
画
的
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
ま
ち【
市
民
協
働
・
行
政
経
営
】

・
市
民
と
行
政
が
役
割
と
責
任
を
理
解
し
、

対
等
な
立
場
で
相
互
に
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
努
め

ま
す
。
ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

な
担
い
手
で
あ
る
自
治
会
や
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
自
主
性
・
自
立
性
を
尊
重
し
、
地

域
自
治
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
お

け
る
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
通
化
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
、
安
心
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
端
末
を
使
用
で
き
る
よ
う
な
支
援

体
制
を
継
続
し
ま
す
。

・
移
住
者
向
け
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
一
部
拡

充
し
て
移
住
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
飯
野

高
等
学
校
全
国
枠
生
徒
等
に
は
、
下
宿
等
費

用
助
成
事
業
お
よ
び
生
徒
寮
運
営
支
援
に
よ

り
、
教
育
移
住
を
推
進
し
ま
す
。

・
大
規
模
災
害
時
に
重
要
と
な
る
自
助
・
共

助
の
体
制
構
築
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
お
よ
び
活
動
充
実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
連
携
強
化
を
図
り
、

市
民
主
体
の
防
災
意
識
お
よ
び
実
効
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
要
配
慮
者
に
係
る

安
全
体
制
確
保
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
地
域
防
災
計
画
や
備
蓄
物
資
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
一
斉
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
防
災
情
報
を
多
く
の
市
民
に
利
用

い
た
だ
く
た
め
の
周
知
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
た
な
防
災
行
政
無
線
導
入
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

・「
第
2
次
え
び
の
市
空
家
等
対
策
計
画
」に

よ
り
、
特
定
空
家
等
へ
の
対
策
を
は
じ
め
、

放
置
さ
れ
て
い
る
空
家
の
適
切
な
管
理
を
促

す
な
ど
、
引
き
続
き
良
好
な
住
環
境
の
維
持

を
図
り
ま
す
。

・
鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
や
維
持
存

続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
ま

す
。

・「
え
び
の
市
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
人
権
を
守
る
条
例
」や「
え
び
の
市
人

権
教
育
・
啓
発
推
進
方
針
」に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習
機
会
の

提
供
お
よ
び
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、「
第
4
次
え
び
の
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」に
基
づ
く
施
策
の
着

一
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
負
担

軽
減
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政

改
革
推
進
の
た
め
に
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革

（
B
P
R
）に
よ
り
、行
政
運
営
の
効
率
化
や
、

市
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
不
断
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
て
も
、
し
な

や
か
に
回
復
し
、
乗
り
越
え
る
力
を
も
つ
自

治
体
運
営
に
努
め
、
常
に「
常
在
危
機（
災
害

等
に
対
し
て
、
常
に
危
機
意
識
を
も
っ
て

行
動
す
る
。）」の
意
識
を
共
有
し
、
O
n
e 

T
e
a
m
と
な
っ
て
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
り
、「
え
が
お
が
交
わ
り
続
け
る
ま
ち 

―

霧
島
山
の
め
ぐ
み
め
ぐ
る 

え
び
の
―
」の
実

現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
各
種
施
策
・
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

実
な
推
進
に
努

め
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
促

進
を
図
り
ま
す
。

・
公
共
財
産
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、

令和 6 年度施政方針
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令和
6 年度 当 初 予 算 を お 知 ら  せ し ま す

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合
計を記載。

歳入歳出

　令和 6 年度一般会計当初予算の総額は、歳入、歳出それぞれ 144 億
4,000 万円です。令和 5 年度当初予算と比較すると、3 億 1,800 万円、
率にして約 2.3％の増額予算となりました。

　歳入予算の財源割合は、自主財源（市税など、自主的に収入できる財源）が
39.1％、依存財源（国や県からの交付金・支出金や、市債による財源）が 60.9％となっ
ており、依存財源の割合が高くなっています。

　歳出予算の主な事業内容については、来月「わかりやすい予算書」でお知らせ
します。

■お問い合わせ先
　市財政課  財政係　☎ 35-3716（課直通）

144 億 4,000 万円 144 億 4,000 万円

※義務的経費…その支出が義務付けられ、任意に削減することが困難な経費。
※投資的経費…その支出が建物、学校、道路など、資産形成に向けられる経費。

※自主財源…市税など、自主的に収入できる財源。
※依存財源…国や県により決定された額を交付されたり、割り当てられたりする財源。

【単位：千円】

会計別予算の状況一般会計目的別歳出の状況

会　計 6 年度 5 年度 増減率

産業団地整備
事業特別会計 35,403 35,287 0.3％

水道事業会計 660,651 641,479 3.0％

病院事業会計 1,098,843 1,260,417 △12.8％

2,971,869 3,060,441 △ 2.9％国民健康保険
特別会計

693,601 682,885 1.6％後期高齢者
医療特別会計

3,192,886 3,414,913 △6.5％介護保険
特別会計

科　目 6 年度 5 年度 増減率

教育費 1,158,663 1,060,718 9.2％
災害復旧費 328,839 311,602 5.5％

予備費 30,777 27,811 10.7％

415,463 386,037 7.6％消防費

866,667 890,947 △ 2.7％土木費

643,107 519,915 23.7％商工費

1,333,266 1,270,260 5.0％農林水産業費

公債費 923,121 945,225 △ 2.3％

合　計 14,440,000 14,122,000 2.3％

【単位：千円】

科　目 6 年度 5 年度 増減率

1,269,130 1,424,357 △10.9％衛生費

4,498,554 4,452,196 1.0％民生費

2,817,818 2,677,191 5.3％総務費

140,774 139,802 0.7％議会費

労働費 13,821 15,939 △13.3％

市民一人当たりの予算額（一般会計）

※住民基本台帳人口 17,475 人、9,342 世帯で算出（令和 6 年 2 月 29
日現在）。

１人当たり

約 82 万 6,323 円 約 154 万 5,708 円

１世帯当たり

（対前年比約 3 万 9,451 円増） （対前年比約 5 万 3,369 円増）

自主財源
56億 4,655 万円
（39.1%）

依存財源
87億 9,345 万円
（60.9%）

市税
19億8,272万円
（13.7%）

基金からの繰入金
25億4,023万円
（17.6%）

寄附金
6億90万円（4.2％）

その他
5億2,270万円（3.6％）

地方交付税
43億6,749万円
（30.2%）

国からの支出金
18億2,337万円
（12.6%）

県からの支出金
12億8,411万円
（8.9％）

市債
6億3,101万円（4.4%）

地方譲与税・交付金
6億8,747万円（4.8%）

義務的
経費

62億 5,970 万円
（43.4%）

その他の
経費

65億 4,974 万円
（45.4%）

投資的経費
16億 3,056 万円（11.2%）

扶助費
（子どもや高齢者、

生活困窮者などへの支援）
27億3,941万円
（19.0%）

人件費
（市職員給与・

市議会議員報酬など）
25億9,717万円
（18.0%）

公債費（市債の償還金）
9億2,312万円（6.4%）

災害復旧
3億2,166万円（2.2%）

事務経費・
施設運営経費
23億9,444万円
（16.6%）

補助金・負担金
15億9,820万円
（11.1%）

国民健康保険・
介護保険などへの繰出金
13億2,370万円（9.2%）

積立金など
12億3,340万円
（8.5%）

公共施設の新設・改修
13億890万円（9.0%）
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■市役所の組織を紹介します

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

総務課

人権啓発室 人権、女性相談、男女共同参画

35-3711行政係 固定資産評価審査委員会、条例・規則、行政組織、文書、行政改革、情報
公開、個人情報保護

人事係 職員管理（任免、配置、身分、服務、給与、研修、福利厚生等）、各種委員
任免

企画課

政策係 総合計画、国土利用計画、広域行政、総合交通対策、施策評価、過疎計画、
各種統計、公平委員会、地域振興 35-3712

秘書係 秘書、渉外、儀式、褒賞、表彰 35-1111
情報係 情報処理、高度情報化対策、行政情報の総合企画・調整、広報、公聴 35-3714

定住対策係 定住促進、人口減少対策、地方創生総合戦略、ふるさと納税 35-3713

財政課 財政係 予算編成・統制、地方交付税、市債、公会計制度、財政効率化の推進
35-3716

入札・契約係 入札・契約

基地・防災対策課 基地・防災対策係 消防団・水防団、危機管理の総合調整、防災訓練、自主防災組織、防衛施
設対策、自衛隊、地域安全・交通安全対策、防災行政無線 35-1119

市民協働課 市民協働係
市民協働事業、自治会、まちづくり協議会、地区コミュニティセンター、
市民公益活動、市民活動支援センター、認可地縁団体、ボランティア、
国際交流センター、地域おこし協力隊活動、学園都市、多文化共生

35-1118

財産管理課
管財係 市有財産の取得・管理・処分、庁舎管理、車両の集中管理

35-1120建築係 市有建築物の建設、営繕、建築確認、開発行為、特定空家等・管理不全空家等
住宅係 市営住宅・定住促進住宅の管理

税務課

収納対策室 市税・県民税の徴収・収納、滞納整理、税諸証明の発行 35-3737
市民税係 市税（固定資産税を除く）の賦課 35-3734

固定資産税係 固定資産の評価、固定資産税の賦課 35-3735
地籍調査係 地籍調査 35-3736

市民環境課

市民・年金係 戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・改葬、自動車臨時運行許可、国民年金、
マイナンバーカード

35-1117
35-3730

生活環境係 行政相談、消費生活、浄化槽、環境保全、環境苦情調整、市営墓地、畜犬
登録 35-3731

飯野出張所 戸籍、住民登録、印鑑登録、自動車臨時運行許可、税諸証明の発行、国民
健康保険・国民年金・福祉に関する一部の手続き、マイナンバーカード

33-1111
真幸出張所 37-1111

美化センター 一般廃棄物の収集・運搬・処理・減量化・資源化、一般廃棄物処理事業の許可 33-5782

健康保険課

医療保険係 国民健康保険および後期高齢者医療の資格・給付 35-3742
賦課徴収係 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の賦課・徴収 35-3743
市民健康係 成人保健、精神保健、感染症予防、地域医療、献血推進 35-1116

保健センター 成人保健、精神保健、感染症予防、予防接種 35-2446

介護保険課 介護保険係 介護保険の認定・給付、介護保険料の賦課・徴収
35-1112

地域包括支援センター 地域支援事業、要支援者のケアプラン作成、在宅介護支援センター

畜産農政課

畜産振興室 家畜防疫対策、畜産振興

35-3744農政企画係 農業融資、農振の変更、道の駅、農家民泊、6次産業化、農村女性

担い手対策係 認定農業者、集落営農の組織化、農業法人、新規就農者・後継者対策、青
年農業者団体、地域計画

農産園芸係 農産・園芸の振興、転作制度、鳥獣害対策 35-1650

観光商工課 観光係 観光振興、観光施設管理、矢岳高原、えびの高原、八幡丘公園、登山道（甑
岳、えびの岳）管理 35-1114

商工係 地場産業振興、商工業振興、中小企業対策、雇用・労働対策 35-3728
企業立地課 立地推進係 企業立地、立地企業の育成、産業団地 35-3727

会計課 出納係 公金の出納 35-3723

　市役所組織（4 月 1 日現在）の業務内容等について紹介します。また、直通の電話番号を掲載していますので、
各担当へのお問い合わせなどはこちらをご利用ください。
　なお、市役所の電話番号（代表）は 35-1111 です。

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

福祉課

地域福祉係
地域福祉、民生委員・児童委員、災害弔慰金、戦傷病者・戦没者遺族の援
護、福祉タクシー利用助成（高齢者）、高齢者福祉、養護老人ホーム真幸園、
老人福祉センター、高齢者交流プラザ 35-1115

障がい福祉係 障がい者（児）福祉、特別障害者手当・特別児童扶養手当、重度心身障害
者（児）医療、福祉タクシー利用助成（障がい者）

生活保護係 生活保護、行旅病人の保護、行旅死亡人の処置、災害援助 35-3740
生活・仕事支援室 生活・仕事支援 35-3741

こども課

子育て支援係 児童福祉、保育園・幼稚園・認定こども園、児童クラブ、児童手当、子ど
も医療費助成、病後児保育、ファミリーサポートセンター 35-3738

こども相談係
母子保健、子どもの予防接種、ひとり親の支援、要保護児童対策、子ど
もの貧困対策、児童扶養手当、ひとり親・寡婦医療費助成、子育て支援セ
ンター

35-3739

子育て世代包括 
支援センター

（保健センター内）
妊娠・出産・育児の相談 35-1707

家庭児童相談室 児童・ヤングケアラー相談 35-0732

建設課

管理係 道路占用許可、市道の認定・廃止、境界立ち会い、法定外公共物（里道・
水路）の使用許可・払い下げ等、景観計画

35-3724建設係 市道改良工事、橋梁修繕、都市計画
維持係 市道・河川の維持工事、災害復旧
補修係 市道の維持補修

農林整備課

畑かん推進室 畑地かんがい事業の推進

35-3725
基盤整備対策室 水田ほ場整備事業の推進、土地改良区

土地改良係 土地改良事業、農地・農業用施設災害復旧事業、多面的機能支払交付金
事業

林務係 市有林管理、森林保護、特用林産物、鳥獣保護・駆除、治山・林道

水道課 経営管理係 庶務、財務、予算・決算、使用開始・中止の受付、検針業務、水道料の収納・
徴収 35-1113

工務係 水道用水の供給、水道施設の維持管理

監査委員事務局 ― 例月現金出納検査、決算審査等、財政援助団体等監査、定期監査、住民
監査請求監査 35-1111

議会事務局 議事運営係 議会事務 35-3718
農業委員会事務局 農地調整係 農地の売買貸借・転用、農地中間管理事業、農業委員会事務、農業者年金 35-3726

選挙管理委員会
事務局 選挙係 選挙事務、直接請求、裁判員候補者予定者名簿調製、検察審査員候補者

名簿調製 35-3732

学校教育課

総務係 教育委員会、職員管理、学校予算、栄典、教育行政相談、学校施設等管理、
教育の調査・統計、通学路安全点検、学校職員の服務 35-3721

教育係 学校経営指導、児童生徒の就学、奨学金、児童生徒の安全管理・就学援助、
教科用図書、就学時健康診断、人権同和教育

防災食育センター 学校給食、食育 33-0270

社会教育課
（文化センター）

社会教育係 生涯学習、人権同和教育、青少年育成、社会教育関係団体、地域学校協
働活動、市民図書館

35-2268市民体育係 体育施設、生涯スポーツ振興、スポーツ団体、国民スポーツ大会
文化係 文化振興、文化財保存、文化センター、歴史民俗資料館

市立病院

診療科（外科・内科・精神
科・整形外科・放射線科・
リハビリテーション科）

診療・往診、診療録の記録

33-1023
33-1024

薬局 調剤、薬剤処方

検査室 原虫学的検査、寄生虫学的検査、血清学的検査、生化学的検査、細菌学
的検査、生理学的検査、血液検査

放射線室 放射線業務
リハビリテーション室 理学療法業務、作業療法業務

栄養管理室 栄養指導、給食業務
看護管理室 看護、医師の診療補助、入退院の連絡調整、手術介助

地域医療連携室 保健・医療・福祉・介護の相談業務、入退院調整、医療機関との連携推進
経営管理係 庶務・財務、予算・決算、診療情報管理
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新職員を迎え
新組織体制でスタート

令和 6 年 4 月 1 日付で、市職員の人事異動が発令されました。令和 6 年度の
スタートにあたり、新規採用職員を紹介します。
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通
） 宣誓する新規採用職員

令和 6 年度新規採用職員 11 人を紹介します

①立山昂生①立山昂生 （たてやまこうせい）（たてやまこうせい）

④ 市 職 員 と し て の 自 覚 を
しっかりと持ち、自分が生
まれた病院もあって、馴染
みのあるえびの市の活性化
に取り組んでいきたいです。

③小林市
②建設課

①古川凌太①古川凌太 （ふるかわりょうた）（ふるかわりょうた）

④市民の皆さんに積極的に
関わり、安心して笑顔で暮
らしていけるまちづくりに
貢献できるように努めます。

③高原町
②総務課

①山下廉太郎①山下廉太郎（やましたれんたろう）（やましたれんたろう）

④仕事を通して、えびの市
の魅力を見つけ、より良い
まちにできるように、失敗
を恐れずにいろいろなこと
に挑戦していきます。

③小林市
②介護保険課

①宮久保渉①宮久保渉 （みやくぼあゆむ）（みやくぼあゆむ）

④いつも明るく仕事をする
こ と を 心 が け て い き ま す。
早く仕事を覚え、市民の皆
さんに信頼してもらえるよ
うに頑張ります。

③杉水流
②基地・防災対策課

①福田麗羽①福田麗羽 （ふくだれいは）（ふくだれいは）

④市職員としての自覚と責
任を持ち、1 日でも早く仕
事に慣れ、市民の皆さんと
円滑なコミュニケーション
が図れるように頑張ります。

③麓
②こども課

①大山隼平①大山隼平（（おおやましゅんぺいおおやましゅんぺい））

④窓口での相談や質問など
を受ける際に、丁寧に話を
聞き、わかりやすい説明を
できるように心がけていき
ます。

③鹿児島市
②健康保険課

①尾山琉仁①尾山琉仁 （おやまりゅうと）（おやまりゅうと）

④ 1 日でも早く仕事を覚え、
市民の皆さんに信頼される
職員になれるように全力で
頑張っていきます。

③灰塚
②建設課

①砂本航希①砂本航希 （すなもとこうき）（すなもとこうき）

④ 1 日でも早く仕事を覚え、
市民の皆さんに信頼しても
らえるように、笑顔を忘れ
ず仕事を頑張りたいです。

③串間市
②市民環境課

①野田悠太①野田悠太 （のだゆうた）（のだゆうた）

④ 1 日でも早く仕事を覚え
ていき、市民の皆さんから
信頼してもらえるような職
員になれるように努めてい
きます。

③小林市
②農林整備課

①中釜康佑①中釜康佑 （なかがまこうすけ）（なかがまこうすけ）

④ 1 つ 1 つ の 仕 事 を 覚 え
ていき、市の職員として必
要なことができるように精
いっぱい頑張ります。

③曽於市
②水道課

①緒方航①緒方航 （おがたこう）（おがたこう）

④豊かな風土と自然に囲ま
れたえびの市で、市民の皆
さんにとって、架け橋のよ
うな存在になれるよう頑張
りたいです。

③霧島市
②福祉課

①氏名①氏名

④抱負

③出身地
②配属先顔写真
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飯
野
小
・
中
・
高
連
携
事
業

　

飯
野
小
・
中
・
高
連
携
事
業
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
、

令
和
6
年
度
で
、
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
全
国
的
に
見
て
も
、

3
種
の
学
校
が
連
携
す
る
の
は
極
め
て
異
例
で
す
。

　

年
間
２
回
、
３
校
の
職
員
が
一
堂
に
会
す
る
「
小
中
高
合
同

研
究
会
」
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
た
時
期
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
知
の
向
上
部
会
」、「
体
の
向
上
部
会
」、「
徳
の
向
上
部
会
」

の
３
つ
に
分
か
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
考
え
、
実
践
し
て

い
ま
す
。

　飯野中学校が中心となって活動している「知の向上部会」で
は、国語 ･ 社会 ･ 算数数学 ･ 理科 ･ 英語に分かれて、各教科の
学習内容に応じた研究テーマを設け活動してきました。夏休み
には、小中高社会科ワークショップを開催し、共通のテーマで
一緒に学習しました。また、飯野文字力向上コンテストや飯野
算数・数学コンテストを実施時期をそろえて取り組んでいます。

　飯野高校が中心となって活動している「徳の向上部会」では、
年に２回朝のあいさつ運動を実施しています。また、学校周辺
のクリーンアップ作戦も毎年実施しています。いずれも生徒た
ちの豊かな人間性を育む機会となっています。
　今後は、道徳教育の連携の可能性を探りながら、心の教育や
人権教育にも活動の幅を広げていければと考えています。

　飯野小学校が中心となっ
て活動している「体の向上
部会」では、健康づくり ･
食 育 ･ 体 力 向 上 の 3 つ の
研究班に分かれ、保護者へ
のアンケート調査や、家庭
学習における交流、小高で
の田植え ･ 稲刈りを計画的
に行っています。

　知の向上部会　徳の向上部会

　体の向上部会

 お問い合わせ　宮崎県立飯野高等学校 ☎ 33-0300

● 子どもサミット
　夏休み期間に行わ
れ て い る 3 校 の 児
童会・生徒会役員が
集う集会。高校生が
進行し、小・中学生
の意見を集約します。

● いいのっ子
　アートスクール
　飯野高校の美術部
が中心となって、小
学生の創作活動の手
助けをしています。

● ひなた場
　高校生が、人生グ
ラフの説明をしたり、
中学生からの質問に
答えたりと、中学生
の悩みと向き合って
います。

● ようこそ先輩
　夏休み中の登校日に、飯野小学校を卒業した飯野中学校、飯
野高校の代表生徒が、それぞれの学校生活について、5・6 年
生に紹介しています。

● LGBTQ の授業 
　高校の探究活動で
学 ん だ LGBTQ に 関
する学びを、飯野小
学 校 の 5 年 生 に 授
業をしています。

● お弁当作り講習会
　高校の充実した調
理施設を利用して、
生活文化科 2 年生と
中 学 2 年 生 が、 一
緒にお弁当を調理し
ています。

● グローカル成果発表会

● 門松作り
　 地 域 の 人 た ち と
小・ 中・ 高 の PTA
が協力して、門松を
作成しています。新
聞等でもたびたび紹
介されています。

　

飯
野
地
区
の
連
携
を
含
む
え
び
の
市
の
小
・
中
・
高
一
貫
教

育
の
集
大
成
と
な
る
の
が
「
グ
ロ
ー
カ
ル
学
習
成
果
発
表
会
」

で
す
。
小
・
中
学
校
で
学
ん
だ
「
え
び
の
学
」
で
培
っ
た
探
究

心
を
さ
ら
に
深
め
、「
地
域
貢
献
活
動
」、「
地
域
探
究
活
動
」、「
地

域
支
援
活
動
」
と
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

12
年
間
の
小
・
中
・
高
一
貫
教
育
を
経
験
し
た
卒
業
生
の
中

に
は
九
州
大
学
へ
の
進
学
者
2
人
、
大
分
大
学
医
学
部
へ
の
進

学
者
1
人
を
は
じ
め
、
多
数
の
国
公
立
・
私
立
大
学
へ
の
進
学

者
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

就
職
先
と
し
て
え
び
の
市
内
を
選
ぶ
生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
え
び
の
市
の
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
ふ
る

さ
と 『
え
び
の
』 

に
誇
り
を
も
ち
、
未
来
を
切
り
拓
く
『
人
財
』

の
育
成
」
を
目
指
し
て
、
え
び
の
市
内
の
小
・
中
・
高
の
さ
ら

な
る
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

飯野小・中・高で連携した活動

　令和 5 年度の飯野小・中・高連携事業の活動を紹介します。
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商
　
工

　

3
月
18
日
、
市
役
所
で
「
え
び
の
市

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
交
付
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
の

優
良
特
産
品
を
「
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
証
し
、
付
加
価
値
を
付
け
て

広
く
売
り
出
す
こ
と
で
、
特
産
品
の
販

売
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
誘
客
効
果
や
地
域
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
ブ
ラ
ン
ド
認
証

認証を受けたけずりいちご

さ
れ
た
特
産
品
は
、
S
E
N
'
S 

B
e
r
r
y 

F
a
r
m
の
「
け
ず
り

い
ち
ご
」
で
す
。
今
回
で
、
え
び
の
ブ

ラ
ン
ド
認
証
を
受
け
た
産
品
は
合
計
31

品
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

仙
波
健
一
さ
ん
は
「
ブ
ラ
ン
ド
認
証

さ
れ
る
よ
う
な
商
品
を
出
し
た
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
い

ち
ご
農
家
と
し
て
も
っ
た
い
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
飯
野
高
校
生
や
周
り
の

協
力
も
あ
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と
の
で

き
た
商
品
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
た
に「
け
ず
り
い
ち
ご
」が

え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

問
市
観
光
商
工
課 

商
工
係
　
☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

新たに認証を受けた仙波健一さんと村岡市長（右から）

観
　
光

　

3
月
17
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
国

立
公
園
『
霧
島
』
指
定
90
周
年
記
念
式

典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
3
月
16
日
に
、
え
び
の
高

原
を
含
む
国
立
公
園
「
霧
島
」（
現
霧

島
錦
江
湾
国
立
公
園
）
が
、
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
90
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
90
周
年
を
記
念
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
の
贈
呈
式

や
、記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
絵
画
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、「
国
立

絵画・作文コンクールで環境大臣表彰を受賞した皆さん

公
園『
霧
島
』1
0
0
周
年
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
内
外
か

ら
約
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
俳
優
・
武
道
家
の
藤
岡
弘
、

さ
ん
を
招
き
、「
霧
島
へ
の
思
い
～
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
撮
影
秘
話
～
」
と
題
し

て
、
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
え
び
の
高
原
で
の
撮
影
の
思
い

出
や
霧
島
山
、
宮
崎
県
の
自
然
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、来
場
者
は
、

ト
ー
ク
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

国
立
公
園「
霧
島
」指
定
90
周
年

記
念
式
典

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

宮崎青葉郵便局の中川正勝局長からオリジナル切手が贈呈

環
　
境

問

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )

●検査結果
項目 pH DO BOD SS 大腸菌数

単位 － mg/L mg/L mg/L CFU/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25 以下 300 以下

下久保原橋 7.4 10.0 0.6 1.0 未満 49

二十里橋 7.4 9.5 0.7 1.0 127

池島橋 7.5 9.7 0.7 1.0 55

長江川橋 7.3 9.8 0.8 1.8 195

関川橋 7.6 9.6 0.5 1.5 45

新岩次橋 7.3 9.5 0.8 2.5 82

山川橋 7.3 9.4 0.5 未満 1.5 200

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の
た
め

市
内
7
カ
所
の
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

検
査
項
目
は
、
Ｐ
Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン

濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ

＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝

浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌
数
の
5
項
目
で

す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川
の
生
活
排

水
処
理
対
策
を
行
い
、
河
川
の
汚
濁
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防
止
に

協
力
し
、
私
た
ち
の
共
有
す
る
貴
重
な

財
産
で
も
あ
る
河
川
の
環
境
保
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環

境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
水
質
検
査
結
果

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係
　
☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

産
　
業

　

こ
れ
ま
で
設
立
を
進
め
て
い
ま
し
た

地
域
商
社
が
、
2
月
9
日
に
「
株
式
会

社
え
び
の
」
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
市
と
し
て
掲
げ
る
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
「
え
び
の
雄
藩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
伝
統
を
守
り
新
た
な
時
代
を
切
り
開

く
～
」
を
推
進
す
る
た
め
に
設
立
し
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
の
増
加
を

目
標
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
中
間
処
理

業
務
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
元
企

業
の
商
品
の
販
路
拡
大
な
ど
に
も
取
り

事務所開きでテープカットが行われました

組
み
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　

3
月
19
日
に
設
立
に
伴
う
記
者
会
見

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
見
の
中
で
、
同

社
の
安
達
雄
樹
代
表
取
締
役
は
「
地
域

資
源
に
磨
き
を
か
け
て
、
え
び
の
市
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
民

間
の
決
断
力
の
早
さ
を
生
か
し
、
業
務

を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

4
月
1
日
に
、
事
務
所
開
き
が
行
わ

れ
、
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
株
式
会
社
え
び
の
」設
立

問
株
式
会
社
え
び
の
　
☎
48
‐
1
1
8
8
（
直
通
）

設立を報告した安達雄樹代表取締役と村岡市長（右から）
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市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式
簿
記
」

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
体
の
会

計
制
度
に
「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
」

と
い
っ
た
企
業
会
計
的
要
素
を
取
り
込

ん
だ
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
「
統
一
的

な
基
準
」
に
よ
り
、
一
般
会
計
等
に
地

方
公
営
企
業
会
計
お
よ
び
関
係
団
体
を

連
結
し
た
財
務
書
類
を
作
成
、
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
も

と
に
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
連
結
対
象
と
な
る
会
計
・
団
体

【
一
般
会
計
】

一
般
会
計

【
特
別
会
計
】

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

産
業
団
地
整
備
事
業

【
企
業
会
計
】

水
道
事
業

病
院
事
業

【
関
係
団
体
】

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

宮
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

●連結貸借対照表（令和 5 年 3 月 31 日現在）

●市民一人当たりのバランスシート

※人口 18,050 人（令和 5 年 1 月 1 日現在）で算出

財
　
政

問

え
び
の
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
財
政
課 

財
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

借方（資産）

◯固定資産
道路や学校、市営住宅などの土地・建物等
の総資産額

477 億 7,400 万円

◯流動資産
現金や財政調整基金等の総額

62 億 1,900 万円

資産合計
539 億 9,300 万円

貸方（負債・純資産）

負債
の部

道路や学校、市営住宅などの資産を
つくるために借りたお金等（将来世
代の負担）

154 億 7,000 万円

純資産
の部

道路や学校、市営住宅などの資産を
つくるために支払ったお金（過去ま
たは現世代の負担）

385 億 2,300 万円

負債・純資産合計
539 億 9,300 万円

◯資産とは
　令和 4 年度末時点で市が保有している資産で、道路や学校などの有形固定資産や特定
の目的のために長期間積み立てている基金などの「固定資産」と、現金預金など必要な
ときにすぐに現金化できる「流動資産」で構成されている。
◯負債とは
　将来的に、市に返済義務が生じる借金。資産に対して約 29％を占めている。負債額が
大きくなると、将来世代への負担が増えることになる。
◯純資産とは
　市の資産を形成するにあたって、すでに支払いが終わっている資産のこと。資産に対
して約 71％を占めている。

【資産】299 万円　＝　【負債】86 万円　＋　【純資産】約 213 万円

協
　
働

問 自
治
会
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久
藤
地

区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
の
情
報
提
供
や
地
域
の
実
情

の
把
握
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
行
う
世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、

地
域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施
設
で

す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
は
、
地
域
の
活
性
化
や
防
災

対
策
な
ど
地
域
の
問
題
解
決
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、自
治
会
に
加
入
し
、

自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

地
域
を
も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号

飯野地区 山﨑　浩二 33-0030

上江地区 愛甲　文広 33-5799

加久藤地区 甲斐　陽二 35-1755

真幸地区 黒松　優子 37-3221

黒松さん、甲斐さん、愛甲さん、山﨑さん（左から）

●問い合わせ先

交
　
通

問 交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

4
月
１
日
、
市
役
所
本
庁
で
「
え
び

の
市
交
通
指
導
員
」
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
指
導
員
は
、
市
民
の
交
通
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
え
び
の
警
察
署
長
、

え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
推
薦

を
受
け
て
、
市
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で

す
。
市
内
各
地
の
横
断
歩
道
な
ど
で
の

交
通
指
導
や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

村
岡
市
長
は
「
皆
さ
ん
は
地
域
に
一

番
身
近
な
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
が
、
市
民
一

人
一
人
の
意
識
を
高
め
、
地
域
の
安
全

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
市
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

福
満
義
秀
指
導
員
は
「
市
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
、
交
通
安
全
運
動
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
通
学
時
の
交
通
指
導
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
啓
発
活
動
に
も
努

め
て
い
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■えびの市交通指導員名簿
名　前 地　域 初年委嘱

福満　義秀 飯野地区 平成 13 年 4 月 1 日
福元　三重子 真幸地区 平成 23 年 3 月 1 日
濱田　喜八郎 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
有髙　美千子 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
久保　政博 飯野地区 平成 27 年 7 月 1 日
杉本　るり子 飯野地区 平成 28 年 10 月 1 日
田村　誠一 加久藤地区 平成 28 年 10 月 1 日
川野　新吾 加久藤地区 令和 元 年 7 月 1 日
福永　ふじ子 真幸地区 令和 6 年 4 月 1 日

委嘱状交付式には 8 人が出席しました
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児童が中心となって募金活動

3

15

　真幸小学校で、能登半島地震の被災者への義
援金の受け渡しが行われました。これは、6 年
生の児童が中心に募金活動を行い、集まった義
援金をえびの市社会福祉協議会に対して、受け
渡しを行ったものです。集まった義援金は約 2
万 8 千円で、同協議会を通して日本赤十字社
に送られます。前田莉子さんは「集まった募金
で被災された皆さんが少しでも幸せになってほ
しいです」と話しました。

真幸小学校募金活動

認知症に対する理解を深める

3

10

　駅前地区で「徘徊模擬訓練」が行われました。
これは、認知症に対する理解者を増やし、認知
症の人とその家族が、安心して暮らし続けられ
る地域づくりを目指して行われたものです。
　事前に学習会を行い、当日は、寸劇や徘徊す
る人への声かけ、通報を行う模擬訓練が行われ、
61 人が参加しました。
　訓練後は意見交換などを行い、認知症に対す
る理解を深めました。

駅前地区徘徊模擬訓練

打植祭

五穀豊穣を願う

3

10
　今西地区の香取神社と田
代地区の天宮神社で「打植
祭」が行われました。
　この祭りは、香取神社の
女神が天宮神社の男神を迎
えに行くという神話をもと
に、地区の人たちが、両神
社を行き来し、神事などを
行い、豊作を祈願するもの
です。
　宮崎県の無形民俗文化財
に指定されています。
　今年は、4 年ぶりに通常
規模で開催され、セリや狂
言回しなども行われまし
た。参加した人たちは、さ
まざまな催しを楽しみまし
た。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
、
家
畜
伝
染
病

の
防
疫
を
徹
底
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
今
季
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
10
事

例
、九
州
に
お
い
て
も
、2
県（
3
事
例
）

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
8
月
、
九
州
管
内
初

と
な
る
豚
熱
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
九

州
管
内
の
養
豚
場
で
は
、
豚
熱
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
8
月
か
ら
、
東
ア

ジ
ア
地
域
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
ア

フ
リ
カ
豚
熱
は
、
今
年
1
月
14
日
に
、

韓
国
の
釜
山
広
域
市
で
、
野
生
イ
ノ
シ

シ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
依
然
と
し
て

終
息
の
目
途
が
立
た
ず
、
家
畜
伝
染
病

の
発
生
リ
ス
ク
は
、
非
常
に
高
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
28

日
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
6
2
7
頭
も

の
家
畜
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
大
惨
事

と
な
り
ま
し
た
。
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ

り
、
発
生
農
場
お
よ
び
近
隣
農
場
は
、

家
畜
の
殺
処
分
、
生
き
た
家
畜
や
堆
肥

の
移
動
制
限
、
子
牛
セ
リ
市
が
同
年
8

月
ま
で
中
止
と
な
る
な
ど
、
畜
産
業
の

み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
や
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

●毎月 20 日は、 県下一斉消毒の日です

　

そ
の
よ
う
な
中
、
え
び
の
市
で
は
、

全
車
両
消
毒
等
、
市
民
一
体
と
な
っ
た

防
疫
を
行
い
、
6
月
4
日
に
全
て
の
制

限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
家
畜
伝
染
病
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。
二
度
と
当
時
の
よ
う
な
被
害
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
飼
養
衛
生
管

理
基
準
お
よ
び
農
場
防
疫
体
制
の
再
確

認
な
ど
防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

え
び
の
市
の
畜
産
業
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
畜
産
農
家
一
人
一
人
の
防

疫
意
識
が
大
切
で
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
は
、
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
不
可
欠
で
す
。
農
場
を
訪
れ
る

際
は
、
必
ず
農
場
主
に
連
絡
を
入
れ
、

動
力
噴
霧
機
や
踏
み
込
み
消
毒
槽
で
の

靴
底
や
タ
イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
民
一
致
団
結
し
て
え
び
の
市
の
畜

産
業
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

畜舎の
消毒

出荷後、敷料を除去した空の畜舎な
どを、動力噴霧機により洗浄・消毒
を行います。動力噴霧機がない場合
は、消毒薬をジョウロなどで散布し
ましょう。

消石灰
散布

車両が入ってくる農場入口に、全体
的に白くなるように散布します。車
両のタイヤが十分に一周（250cm 程
度）するくらいの長さ・幅で散布し
てください。

踏み込み
消毒槽の

設置・点検

畜舎入口には踏み込み消毒槽を必ず
設置するようにしてください。泥や
土等が大量に混ざると効果が薄まり
ますので、こまめに点検し、消毒薬
が汚れていたらすぐ取り替えるよう
にしましょう。

畜舎範囲
の清掃

畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた
環境の整備に努めましょう。

家畜を守るのは、農場主自身が防疫体制
を整えることが大前提です。消石灰の定
期的な散布、踏み込み消毒槽の設置・定
期的な消毒薬の交換、農場立入者の記帳
等、従業員や家族一丸となって、防疫体
制を整えるようお願いします。

畜
　
産

家
畜
伝
染
病
侵
入
防
止
の
徹
底
を

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）
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安心・安全のお守りとして

3

18

　西諸地区生コンクリート事業協同組合の小菜
良雄事務局長が市長を訪問し、防犯ブザー約
110 個を市に寄贈しました。これは、同組合が
今春小学 1 年生になる児童の防犯に役立てて
もらおうと、毎年行っているものです。ブザー
は、入学式で新 1 年生に配られました。
　同組合の小菜事務局長は「子どもたちが安心・
安全な学校生活を送れるように、お守りのよう
なものになってほしいです」と話していました。

防犯ブザー贈呈

生徒会活動の活性化を図る

3

21

　市内の中学校で「えびの市中学校生徒会役員
交流会」が行われました。これは、各学校の生
徒会役員が情報交換を行い、生徒会活動の活性
化を図ることを目的に行われました。
　交流会は、オンラインで行われ、各校の生徒
会役員がそれぞれ行ってきた活動の紹介や、こ
れからの課題などについて話し合いを行いまし
た。また、各校の特色ある活動について質問が
飛び交っていました。

生徒会役員交流会

ランドセルマスコット贈呈

子どもたちの安全を願って

3

21

　JA えびの市女性部から市にランドセルマス
コット約 100 個が寄贈されました。
　これは、同部会が安全を願って毎年作成して
いるもので、今回が 12 回目の配布になります。
　ランドセルマスコットは、入学式で新１年生
に配られました。
　同部代表の松永亮子さんから「神社で安全祈
願をしています。ぜひ、ご利用ください」とあ
いさつがありました。

オーガニックビレッジ宣言

有機農業を地域一体となって

3

28

　市役所で、エコロジカルタウンえびの推進協
議会臨時総会が行われ、村岡隆明市長が「オー
ガニックビレッジ宣言」を行いました。これは、
環境負荷の少ない有機農業について、農業者や
農業関係者、地域が一体となって考えるなど、
えびの市全体の活性化を目指して宣言したもの
です。市長は「農家も住民も笑顔になれるよう
なまちづくりを進めていきます」とあいさつし
ました。

「あなたのふるさとって素敵！！」

課題解決を楽しむ

3

30

　市文化センターで「あなたのふるさとって素
敵！！」が行われました。これは、えびの市の
子どもたちの未来の可能性について語り合うこ
とを目的に、地域団体 APE えびのが行ったも
のです。講師に、宮崎大学地域資源創成学部准
教授の土屋有さんを招き、パネルディスカッ
ションを行いました。参加した的場世莉さんは

「課題も視点を変えることで面白くなるので、
探究していきたいです」と話していました。

えびの市消防団ラッパ隊敢闘賞受賞報告

数少ないメンバーで敢闘賞を受賞

4

2
　えびの市消防団ラッパ
隊 が、 令 和 5 年 度 消 防
団ラッパ隊フェスティバ
ルで、敢闘賞を受賞した
ことを市長に報告しまし
た。これは、第 33 回宮
崎県消防大会で開催され
たもので、県内消防団員
の士気高揚とラッパ隊員
の資質向上を図るために
行われています。
　同隊の浜松政弘隊長は

「数少ないメンバーです
が、この受賞で気持ち新
たに一致団結して励んで
いきたいと思います」と
話していました。

霧島ジオパーク住民ワークショップ

ジオパークに対する理解を深める

3

20

　市役所で「霧島ジオパーク住民ワークショッ
プ」が行われました。これは、地域住民や関係
自治体行政職員等の霧島ジオパークに対する意
識醸成や、認知度向上を図ることを目的に行わ
れました。
　参加した人たちは「ジオパークを語ろう！！」
をテーマに、ジオパークの考え方を学び、1 人
1 人が思い描く霧島ジオパークについて話し合
いました。



【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

早
蕨
の
苦
み
抜
け
た
る
深
緑

中
堀
ふ
じ
子

　
毎
年
春
に
な
る
と
蕨
取
り
を
愉
し
み
ま
す
。ダ
ニ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
ヤ
ッ
ケ
の
上
下
、
雨

靴
ゴ
ム
の
手
袋
と
完
全
防
備
で
で
か
け
ま
す
。歩
数
計
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
数
千
歩
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
註
）

春

伊
地
知
恵
子

春
の
ふ
わ
っ
と
し
た
日　

心
地
よ
い
風

菜
の
花　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

桜　

パ
ン
ジ
ー

春
の
花
た
ち
も
日
に
日
に
咲
き
は
じ
め

鮮
や
か
な
色
彩
に
し
ば
し
見
入
っ
て
し
ま
う

新
年
度
が
は
じ
ま
り　

新
し
い
一
歩
が
は
じ
ま
る

そ
れ
ぞ
れ
に
希
望
に
満
ち
た
瞬
間

私
も
初
心
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
な
が
ら

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い

■春の図書館まつり
ガチャポンブック！オリジナルガチャポンを設置します。
ガチャポンを回して、自分の運命の本と出会ってみよう。
●開催日＝5月3日（金）～ 6日（月）
●場所＝図書館
●対象＝子ども向け

お す す め の 一 冊

選挙、誰に入れる？
ちょっとでも良い未来を「選ぶ」た
めに知っておきたいこと
宇野重規 監修

（Gakken）

一年に一度しか会えない

日本の「来訪神」図鑑
フランそあ根子 著

（青春出版社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（5月） 時　間

岡元小学校→さくら苑
1日（水）、

15日（水）、
29日（水）

13：15～15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館
※16日は、上江小中学校を除く（14：
50～16：30）

2日（木）、
16日（木）、
30日（木）

12：45～16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

17日（金）、
31日（金） 12：30～15：15

真幸地区体育館 8日（水）、
22日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

10日（金）、
24日（金）、 14：50～16：30

■生物多様性展示
生き物たちの豊かな個性とつながりを学ぶための本を特
集します。タヌキ、アナグマ、キジのはく製も展示します。
●開催日＝5月1日（水）～ 6月2日（日）
●場所＝図書館

■ぬいぐるみおとまり会
大切なぬいぐるみを1日図書館におとまりさせてみませ
んか？お迎えの時にぬいぐるみたちが選んでくれた本を
貸出します。※申し込みが必要です。
●開催日時＝5月4日（土）  午前10時30分～

［お迎え］5月5日（日） 午後5時まで
●場所＝図書館
●定員＝先着10組（ぬいぐるみは1人1つまで）
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長年の健康づくり活動に感謝を

4

3

　市役所で、市長からえびの市食生活改善推進
協議会に感謝状が贈呈されました。これは、長
年の食生活を中心とした健康づくり活動に対し
て贈られたものです。同協議会は、31 年間に
渡って活動し、イベント等でのみそ汁塩分濃度
測定や減塩の大切さの啓発などを行ってきまし
た。秦エミ子会長は「楽しく活動しながら、市
民の皆さんに喜んでいただけて良かったです」
と話していました。

感謝状贈呈式

安心安全に生活できるまちに

4

5

　市文化センターで「春の地域安全・交通安全
運動決起集会」が行われました。これは、犯罪
や交通事故のない安心して生活できるえびの市
を目指そうと行われているものです。集会には、
37 団体の約 170 人が参加しました。
　集会では、新入学児童生徒の代表に防犯ブ
ザーやランドセルカバーなどが手渡されまし
た。集会の最後には、がんばろう三唱を行い、
交通事故防止などへの決意を固めました。

地域安全・交通安全運動決起集会水稲豊年祈願

水稲の豊作を願って

4

8

　弘泉寺で「水稲豊年祈願」が行われました。
これは、今年の水稲が昨年以上の豊作となり、
えびの産ひのひかりが今後も継続した評価を得
られるよう願うために行われたものです。
　JA みやざきえびの市地区本部 JA 稲作振興会
の高牟禮宏邦会長は、「えびの市の米作りは、
特 A という 1 つの目標に向かう過程が根付い
ています。皆さんの力を借りながら、米作りに
まい進していきます」とあいさつしました。

消防団入退団式

消防団員として決意誓う

4

7

　市文化センターで「令和 6 年度えびの市消
防団入退団式」が行われました。今年度は、新
たに 14 人が消防団に入団し、15 人が退団しま
した。式典では、中隊長や小隊長、新入団員な
どへの辞令交付などが行われました。
　新入団員を代表して、本部付部に入部した竹
下瑠美さんが「良心に従って忠実に消防の義務
を遂行することを厳粛に誓います」と宣誓しま
した。



精
神
科
を
紹
介
し
ま
す

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

　

市
立
病
院
で
は
、
令
和
5
年
10
月

か
ら
精
神
科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
（
心
療
内
科
）
は
、
主
に

認
知
症
な
ど
の
加
齢
に
伴
う
不
安
定

な
状
態
や
、
ス
ト
レ
ス
性
と
思
わ
れ

る
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い
症
状

（
不
定
愁
訴
）
や
不
眠
な
ど
、
長
引
く

心
や
体
の
不
調
の
改
善
を
目
指
し
ま

す
。

　

精
神
科
全
般
に
わ
た
っ
て
、
皆
さ

ん
の
健
康
維
持
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
当
院
に
は
、
内
科
や

外
科
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
科
も

の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

■
精
神
科

【
担
当
】
鈴
木
康
義
医
師

【
診
療
日
】
月
曜
～
金
曜

【
時
間
】［
受
付
］
午
前
7
時
～
午
前

11
時
30
分

［
診
察
］
午
前
8
時
30
分
～
正
午

※
受
診
の
際
に
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。文：市

立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

あ
り
ま
す
の
で
、
心
と
体
の
不
調
を

ト
ー
タ
ル
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
地
域
連
携
室
（
相
談
室
）

を
通
じ
て
、
近
隣
の
医
療
機
関
や
施

設
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
一
人

一
人
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
を
提
案

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
て
久
し

い
昨
今
で
す
。ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
の
不
安
な
状
況
も

あ
り
、
心
身
の
不
調
を
来
た
し
や
す

い
状
況
で
す
。今
後
と
も
、
皆
さ
ん

律
を
、「
売
春
を
な
す
お
そ
れ
の
あ

る
女
子
の
保
護
更
生
」
を
目
的
と
す

る
売
春
防
止
法
か
ら
切
り
離
し
、
先

駆
的
な
女
性
支
援
を
実
践
す
る
「
民

間
団
体
と
の
協
働
」
と
い
っ
た
視
点

も
取
り
入
れ
た
新
た
な
支
援
の
枠
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
私
の
悩
み
は
誰
に
も
わ
か
っ
て

も
ら
え
な
い
」、「
自
分
さ
え
我
慢
す

れ
ば
…
」、
そ
う
い
っ
た
悩
み
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。あ
な
た
を
手
助
け
す
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。

　
　
　
文：市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　
「
事
情
が
あ
っ
て
働
け
ず
に
お
金

が
な
い
」、「
思
い
が
け
ず
妊
娠
し
て

し
ま
っ
た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
困
っ
て
い
る
女
性
を
支
え
る
た

め
に
、「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
女
性

支
援
新
法
）」
が
、
令
和
6
年
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
女

性
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
、
心
身
の

状
況
な
ど
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を

包
括
的
に
提
供
し
、
女
性
が
安
心
か

つ
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

女
性
を
め
ぐ
る
課
題
は
、
生
活
困

窮
、
性
暴
力
・
性
犯
罪
被
害
、
家
庭
関

係
破
綻
な
ど
、
複
雑
化
・
多
様
化
・
複

合
化
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
こ
う
し
た
課
題
が
顕
在
化

し
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
」
と
い
っ
た

視
点
も
含
め
、
新
た
な
女
性
支
援
の

強
化
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
困
難
な
問
題
を

抱
え
る
女
性
支
援
の
根
拠
と
な
る
法

あ
な
た
を
支
え
る
「
新
し
い
法
律
」

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

新入学児童を守りましょう

えびの署の人事異動

3月の交通事故
発生状況

人　身 3件
物　件 24件

本年累計 10件
本年累計 72件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 5件
救　急 82件

本年累計 11件
本年累計 283件

　

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
で
は
、
令
和
６
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活

動
等
を
行
う
人
々
を
対
象
に
、
自
宅

と
目
的
地
ま
で
の
行
き
帰
り
も
含
め
、

団
体
活
動
中
の
傷
害
事
故
な
ど
を
補

償
す
る
も
の
で
す
。

【
対
象
】
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
4
人
以
上
の
団
体

【
補
償
範
囲
】
加
入
手
続
き
を
行
っ

た
団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体
活

動
中
の
事
故
、
団
体
が
指
定
す
る
集

合
・
解
散
場
所
と
被
保
険
者
の
自
宅

と
の
通
常
経
路
の
往
復
中
の
事
故

【
保
険
期
間
】
4
月
1
日
～
令
和
7

年
3
月
31
日

※
年
度
内
の
中
途
加
入
可
（
保
険
期

間
：
3
月
31
日
）

【
加
入
方
法
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ス
ポ
あ
ん

ネ
ッ
ト
」
の
リ
ン
ク
先
か
ら
接
続
で

き
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
等
に

設
置
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
あ
ら
ま
し
」、「
ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ

ト
操
作
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

☎
0
5
7
0
‐
0
8
7
1
0
9
（
固

定
電
話
）

☎
03
‐
5
5
1
0
‐
0
0
3
3
（
携

帯
電
話
等
）

市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係（
市
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
35
‐
2
2
6
8
（
直
通
）

　
文：市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 4 月 1 日付けの人事異動で職員が代わりました。
【着任】吉永拡二（中央消防署）、福村幸太郎（須

木分遣所）、中間秀（中央消防署）、横山諒（中央
消防署）、中窪良亮（高原分遣所）、南郷真（須木
分遣所）、大濵俊賢（警防指令課指令係）、田中航
平（中央消防署）

【離任】眞方智宏（中央消防署）、杉元宏樹（須木
分遣所）、切畑昂耶（野尻分遣所）、内嶋健太郎（警
防指令課指令係）、内窪優太（中央消防署）、西健
太（中央消防署）、田野聖也（高原分遣所）
　今後も、市民の皆さんの生命、身体、財産を守り、
信頼のある組織作りを継続していきます。

　 4月に入り、新 入 学 児 童 の 登 下 校 が 始まりまし
た。新 入 学 児 童を交 通 事 故から守るため、次のこ
とに気を付 けてください。
・保 護 者の皆さんは、子ども目線で通 学 路の危 険
な 場 所を確 認しましょう。

・横 断 歩 道 は 歩 行 者 優 先で す。
・道 路を渡るときは、「止まって」・「見て」・「車 が
止まるのを確 か めて」ください。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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生涯学習講座
「パソコン講座」参加募集
■パソコン・Word講座
パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイルの作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて、
4回に分けて学習します。

【開催日】①5月8日、15日、22日、29日（毎回水曜）
②5月10日、17日、24日、31日（毎回金曜）
■Excel講座
Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法な
どを4回に分けて学習します。

【開催日】①5月9日、16日、23日、30日（毎回木曜）
②5月14日、21日、28日、6月4日（毎回火曜）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】午後1時～午後3時30分
【対象】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申込みください。
【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】・各講座①、または②のどちらか希望する日程

をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜〜金曜）

こどもの日作品展を開催します
　市歴史民俗資料館では、市内の園児が作成した作品を
展示します。ぜひ、ご来館ください。

【開催日】4月27日（土）～ 5月12日（日）
【時間】午前9時～午後6時（火曜～土曜）

午前9時～午後5時（日曜・祝日）
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【休館日】4月30日（火）、5月7日（火）

問市歴史民俗資料館
☎35-3144

障がい児・障がい者出張相談会を開
催します

　身近に「障がい」について悩んでいる人はいませんか？
自分の事、子ども・家族の事など、どなたの相談でも大丈
夫です。関係機関の人の相談でも大丈夫です。相談の内
容を同意なく外部に漏らす事はありません。専門職員が
対応しますので、安心してご相談ください。

【開 催 日】5月24日（金）、8月24日（金）、11月22日（金）、
令和7年2月28日（金）

【時間】午前10時～午後3時
【場所】えびの市社会福祉協議会
【費用】無料
【その他】予約は必要ありません。また、上の日時以外で

も相談は可能です。
問にしもろ基幹相談支援センター
☎22-2373

権利擁護無料相談会と後見人等の
集いを開催します

　にしもろ地区権利擁護推進センターつなごでは、権利
擁護に関する無料相談会を実施します。これは、「身寄り
がなく将来が心配」、「財産管理で困りごとがある」、「福
祉サービスの利用の仕方がわからない」など、認知症や
障がいがあり判断能力が低下している人、その家族、医
療・福祉施設関係者のために実施しているものです。
　また、相談会に合わせて、後見人等の集いも実施しま

す。後見人等をしている人の悩みや、家庭裁判所への提
出書類の作成方法に関する相談なども受け付けます。

【開 催 日】5月8日（水）、8月8日（木）、11月7日（木）、令
和7年2月7日（金）

【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】えびの市社会福祉協議会（総合福祉センター）
【費用】無料
【相談員】弁護士、司法書士、社会福祉士など
【その他】予約が必要です。なお、相談内容が外部に漏れ

ることはありません。
問にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

「えびの駐屯地創立43周年記念行
事」を開催します

　えびの駐屯地では、創立43周年記念行事を開催します。
記念行事は、2部構成で、2日間行います。
　第1部は、飯野中学校・加久藤中学校吹奏楽部と第8音
楽隊の演奏、市中パレード、装備品展示等を行います。
第2部は、観閲式、観閲行進、戦闘訓練展示、体験搭乗な
どを行います。
　ぜひ、ご覧ください。
■第1部

【開催日】5月25日（土） ※天候等により一部変更や中止に
なる場合があります。

【時間】午前10時～午後2時
【内容】［第8音楽隊等演奏］午前11時50分～
［市中パレード］午後0時50分～
［装備品展示］午前10時～午後2時
【場所】県道飯野停車場線（ Aコープいいの店から鹿児島銀

行えびの支店まで）
※パレードコースは午後0時40分～午後1時30分まで通行
止めになります。観閲者は、飯野小学校、飯野地区コミュニ
ティセンター、飯野地区多目的広場、えびの市民体育館駐
車場をご利用ください。
■第2部

【開催日】5月26日（日） ※天候等により一部変更や中止に
なる場合があります。

【時間】午前9時～午後3時（一般開放実施時間）
【場所】えびの駐屯地
【内容】観閲式・観閲行進・観閲飛行、音楽演奏、戦闘訓練

展示、太鼓演奏、野外売店、ミニ制服試着等（陸・海・空）、
装備品展示、体験搭乗等
問えびの駐屯地 広報室
☎33-3904（内線272・273）
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

令和6年度の学校給食費を無償にし
ています

　市では、物価高騰等の影響を受けている小・中学生の
保護者の経済的負担の軽減を図るため、学校給食費の無
償化を実施しています。

【対象】①市内小学校および中学校在籍児童生徒分
②保護者が市内に住所を有し、市外の特別支援学校小学
部および中学部に通学する児童生徒分

【補助額】

対象 1 食単価 1 月（※） 年間（※）

市内小学校 233 円 約 4,200 円 約 46,000 円

市内中学校 275 円 約 4,900 円 約 54,000 円

市外の特別支援
学校通学者

市内小・中学校の学校給食費の１食単価を
基に積算した額

※年間給食提供日数を、小学校199日、中学校197日とし
た場合の概算額
問防災食育センター
☎33-0270（直通）

広報 広報令和6年4月号 令和6年4月号25 24



申・問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

京町定住促進住宅内覧会を実施し
ます

　市では、京町定住促進住宅の利便性の向上を図るため、
1棟107号室と1棟108号室の風呂（追い焚き機能付き）お
よびトイレ（洗浄機能付き）の改修を実施しました。そ
こで、改修後の住戸の内覧会を実施します。なお、感染
症対策や混雑を避けるため、必ず予約してください。
■内覧会

【開催日】4月27日（土）、28日（日）
【時間】午前9時～午後4時
【場所】京町定住促進住宅1棟107号室、1棟108号室（え

びの市大字向江1072番地）
【申込方法】市財産管理課住宅係に電話で予約してくだ

さい。
【申込期限】4月26日（金） 午後3時まで
【交通機関】
［列車］JR京町温泉駅から徒歩11分
［バス］宮崎交通京町待合所から徒歩9分
［自家用車］えびのインターから車で8分
【教育機関】

えびの市立真幸小学校から徒歩5分
えびの市立真幸中学校から徒歩4分
真幸認定こども園から徒歩1分
■入居申し込み

【募集対象住戸】京町定住促進住宅1棟107号室、1棟108
号室

【募集期間】5月1日（水）～ 5月7日（火）
【家賃】1カ月 30,000円（別途、共益費2,000円/月、駐車

場1台1,000円/月が必要です。）
※入居申し込みには一定の要件があります。詳しくは市
財産管理課住宅係にお問い合わせください。
※応募多数の場合は抽選になります。あらかじめご了承
ください。
申・問市財産管理課 住宅係
☎35-1120（課直通）

「オレンジカフェよかとこ」を開催し
ます

　市では、認知症や介護などについて、日頃の思いを語
り合ったり相談したりできる集いの場「オレンジカフェ
よかとこ」を定期的に開催しています。認知症の人や家
族介護者、認知症に関心がある人など、子どもから高齢
者までどなたでも利用でき、ゆっくりくつろげる場にも
なっています。
　事前申込みは不要です。お茶やコーヒーを飲みながら、
おしゃべりしてみませんか？

【場所】市民図書館 学習室
【開催日】原則毎月第3水曜日（令和7年3月のみ第2水曜

日）
【時間】午前9時30分～ 11時30分（時間内の出入りは自

由です）
【参加費】50円（飲み物・お菓子代として）

問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

外国人住民のための日本語講座
参加者募集

　市国際交流センターでは、外国人住民の皆さんのえび
のでの生活を支援するため「外国人住民のための日本語
講座」を開設します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】5月18日（土）から毎週土曜日
【時間】午前10時～正午
【場所】市国際交流センター
【講師】立久井 真紀子氏（タイで日本語講師の経験あり）
【対象】日本に住んで2年以内の外国人住民
【参加料】無料
【申込方法】市国際交流センターに電話で申し込んでく

ださい。
申・問市国際交流センター
☎35-3211

ご利用ください「未利用資源活用モ
デル事業補助金」

　市では、もみ殻や竹などの未利用資源を活用した新た
な畜産敷料の開発・実証に取り組む事業者を公募します。

【公募数】1事業者
【対象者】市内に住所を有する農業者、または中小企業

者のうち、農業用資材の製造・仕入れ・販売を行うもので、
市内農業者および団体と連携して取り組める者

【対象経費】もみ殻粉砕機および竹粉砕機の取得経費
【補助率】対象経費の2分の1
【補助上限額】700万円
【申込期限】5月10日（金）
【申込方法】申請書を市畜産農政課畜産振興室に提出し

てください。※申請書は市畜産農政課で取得できます。
　詳しくは、市畜産農政課畜産振興室にお問い合わせく
ださい。
申・問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

令和6年度第1回スマート農業推進
事業の説明会と要望調査

　市では、ロボット技術やICT等を活用して、超省力・高
品質生産を実現する新たな農業（スマート農業）を推進
するため、事業費の補助を行っています。
　今回、1回目の事業説明会と要望調査を実施します。ぜ
ひ、ご参加ください。

【開催日】5月7日（火）
【時間】［午前の部］午前10時～正午
［午後の部］午後1時30分～午後3時30分
【場所】市役所本庁 1-3・4会議室
【対象者】市税等の滞納がない人で、次のいずれかに該当

する人
・認定農業者（認定見込者含む）
・認定新規就農者（認定見込者含む）
・農業者団体（構成員の過半数が認定農業者または認定
新規就農者）

【補助対象事業】市内でロボット技術、AI、IoT等の先端
技術を活用した先駆的な取り組みであり、次のうち2つ
以上の目標達成に必要な機械等

（1）農業経営規模の1割以上の拡大
（2）農業所得の1割以上の拡大
（3）生産性の1割以上の向上
（4）経営コストの1割以上の削減
（5）農作業時間の1割以上の削減

※事業費（消費税抜き）が50万円以上のものが対象
【持参するもの】
・補助対象事業内の目標設定（ 1）から（ 5）で該当する項
目の現状値が確認できる資料

・導入を希望する機械等の見積書
・申告書（個人事業者の場合は令和5年分確定申告書と収
支内訳書の写し、法人格の場合は決算報告書の写し）

・導入を希望する機械等のパンフレット
【補助額】事業費（消費税抜き）の2分の1または130万円

のうち低い額
※予算枠を超える要望があった場合は、先駆性、導入効
果等により対象者を選定します。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

合併処理浄化槽に転換しましょう
　市では、河川水質保全のために、「単独処理浄化槽」・「汲
み取り便槽」から「合併処理浄化槽」への転換を促進し
ています。合併処理浄化槽に転換することにより、生活
排水の汚れを約7 ～ 8分の1にすることができます。
　設置に対する補助金があります。ぜひ、ご利用ください。

【補助金額】
［設置費］

人槽区分 新設 単独処理浄化槽・
汲み取り便槽からの転換

5 人槽 222,000 円 332,000 円

7 人槽 276,000 円 414,000 円

10 人槽 366,000 円 548,000 円

［宅内配管工事費］
設置費に加え150,000円（上限額）

［単独処理浄化槽撤去費（撤去した場合のみ）］
設置費に加え90,000円（上限額）
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扱金融機関に提出してください。
※借入申込書は取扱金融機関にあります。
問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

「えびの市中小企業大学校受講補助
金」をご活用ください

　市では、経営に必要な知識を取得するため、中小企業
事業団中小企業大学校の研修を受講することに対し、受
講料の一部を補助します。

【対象者】市内に事業所を有する中小企業の事業主また
はその従業員

【補助限度額】1人当たり2万円 ※ただし、受講料が2万円
に満たない場合はその額とする。
※1企業当たり4万円が上限

【申込方法】必要書類を市観光商工課商工係に直接提出
してください。※必要書類は市ホームページからダウン
ロードするか、市観光商工課商工係で取得してください。

【申込期限】令和7年2月28日（金）
【事業期間】令和7年3月31日（月）
【留意事項】
・補助金の交付決定前に受講した場合は、補助対象外と
なります。

・事業終了後、研修終了を証明する書類等を提出しても
らいます。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

ご利用ください「えびの市中小企業
職場環境改善支援補助金」

　市では、雇用の安定的な確保を目的に職場環境の改善
を図ろうとする市内の中小企業に対し、その経費の一部
を補助します。

【対象者】次のすべてに該当する中小企業
・市内に事業所等を有すること
・現に従業員を雇用し、引き続き雇用を継続する意思を
有すること

・市税等を滞納していないこと
【補助対象経費】研修会事業、労働環境改善事業、子育て

応援事業、高速道路通勤者支援事業に関する経費
【補助限度額】［研修会・労働環境改善・子育て支援事業］

補助対象経費合計額の2分の1以内（上限20万円）
※補助金の交付回数は、同一企業につき同一年度1回

［高速道路通勤者支援事業］補助対象者が従業員に対し
支給した高速道路料金の2分の1以内（ 1従業員当たり上
限10万円かつ1企業当たり5人を限度とする。）

【申込方法】必要書類を市観光商工課商工係に直接提出
してください。※必要書類は市ホームページからダウン
ロードするか、市観光商工課商工係で取得してください。

【申込期限】令和7年2月14日（金）
【事業期間】令和7年3月14日（金）
【留意事項】
・補助金の交付決定前に実施した事業は補助対象外とな
ります。

・申請後、市が納税状況について調査しますが、滞納があ
る場合は補助金の交付ができません。事前に納税状況を
確認し申請をお願いします。

・事業終了後、実績報告書および支払いが確認できる書
類等を提出してもらいます。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の定期受け付け
　市では、物品等、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業
務の定期受け付けを行います。

【受付期間】5月1日（水）～ 31日（金）※土・日、祝日を
除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分、午後1時30分～午
後4時

【提出方法】市財政課入札・契約係に直接、または郵送（5
月31日（金）までの消印有効）で提出してください。
※申請書類は、市ホームページからダウンロードするか、
市財政課で取得できます。
※直接の受け付けは、市内に本店、または支店等がある
事業者のみです。

【有効期限】令和6年8月1日～令和8年7月31日（2年間）
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

霧島演習場内一斉捕獲を実施しま
す

　霧島演習場内で銃器を使用して有害鳥獣捕獲を実施し
ます。当日の立ち入りはできません。

【捕獲日】4月28日（日）、5月1日（水）、5日（日・祝）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

「緑の募金」にご協力ください
　「緑の募金」は、地球温暖化防止をはじめとした課題に
向けて、環境の緑化や森林の整備などに役立てられてい
ます。募金は、宮崎県緑化推進機構に送り、募金額の7割
が各市町村に還元されます。各市町村で、苗木配布や植
樹祭の実施、学校・公園の緑化、木工教室などの体験学習
などで大切に活用されます。皆さんのご協力をお願いし
ます。

【対象】各家庭一戸当たり200円
【期間】5月31日（金）まで

問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

市内商工業者に対する融資制度を
ご活用ください

　市では、中小企業の振興に寄与することを目的に、市
内商工業者に対して、必要な資金を融資します。
■中小企業融資預託経営支援資金

【対象者】市内商工業者
【資金の使途】運転資金
【限度額】500万円以内
【利率】年3.0％ ※令和6年度は、市に利子相当額の補助

金申請ができます。
【融資期間】融資実行日から6カ月以内
【返済期限】令和7年3月14日（金）
【保証人】原則1人以上
【償還方法】取扱金融機関が定めています。
【取扱金融機関】宮崎銀行（飯野支店）、鹿児島銀行（えび

の支店）、高鍋信用金庫（えびの支店）

【申込期限】令和7年2月28日（金）
【申込方法】借入申込書をえびの市商工会を経由して取

扱金融機関に提出してください。
※借入申込書は取扱金融機関にあります。
■中小企業特別融資制度

【対象者】市内中小企業
【資金の使途】運転資金・設備資金
【限度額】1,000万円以内

※この制度の貸付残高と次の小口零細企業融資制度の貸
付残高の合計が1,000万円以内であることを要する。

【利率】年1.8％ ※保証料は市が負担
【融資期間】84月以内
【保証人】法人の場合は原則として代表者、個人事業者の

場合は原則不要
【償還方法】一括償還または分割償還
【取扱金融機関】宮崎銀行（飯野支店）、鹿児島銀行（えび

の支店）、高鍋信用金庫（えびの支店）
【申込期限】随時受け付けています。
【申込方法】借入申込書をえびの市商工会を経由して取

扱金融機関に提出してください。
※借入申込書は取扱金融機関にあります。
■小口零細企業融資制度

【対象者】市内中小企業のうち小規模事業者
［商業（卸売業・小売業）・サービス業］従業員数5人以下
［宿泊業・娯楽業］従業員20人以下
［製造業・その他］従業員20人以下
【資金の使途】運転資金・設備資金
【限度額】1,000万円以内

※この制度の貸付残高と既存の協会の保証付き貸付残高
の合計が2,000万円以内であることを要する。また、この
制度の貸付残高と前の中小企業特別融資制度の貸付残高
の合計が1,000万円以内であることを要する。

【利率】年1.6％ ※保証料は市が負担
【融資期間】84月以内
【保証人】法人の場合は原則として代表者、個人事業者の

場合は不要
【償還方法】一括償還または分割償還
【取扱金融機関】宮崎銀行（飯野支店）、鹿児島銀行（えび

の支店）、高鍋信用金庫（えびの支店）
【申込期限】随時受け付けています。
【申込方法】借入申込書をえびの市商工会を経由して取
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,033人 （前月比 -164人）
男性／7,545人（-84人） 　女性／8,488人（-80人）
転入／86人  転出／220人  出生／4人  死亡／34人

7,609世帯 （前月比 -52世帯）

3 月から4月にか けて、イベントが目白押しでした 。今 西・
田 代 地 区の 打 植 祭 や八幡 丘 公 園 の 桜など、さまざまな

も の が 春 の 訪 れを 知らせ てくれ ました 。新 年 度 も 迎 え、広
報 担 当3 年 目に 突 入しました 。皆 さん にい ろん な 情 報 をお
届 けし 、楽しく読 んで もらえる広 報 紙を 作 れるようまい 進
していきたいと思います。（ 中川 ）（令和6年4月1日現在）

明書が必要な人は、支払った画面を市税務課、または飯
野・真幸出張所で提示してください。取得の際は、自動車
検査証が必要です。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

5月は自動車税（種別割）を納める月
です

　自動車税（種別割）は、4月1日現在で、宮崎運輸支局
に登録されている自動車の所有者、または使用者に課税
されます。
　自動車の所有者は、5月31日（金）までに自動車税（種
別割）を納めてください。
　納付は、金融機関、県税・総務事務所、コンビニエンス
ストアのほか、自宅等でもパソコンやスマートフォンか
らキャッシュレスで納めることもできます。
　キャッシュレスでの納付は、スマートフォン決済アプ
リ（PayPay、楽天ペイ、auPAYなど、約20種類が対応可能）、
クレジットカード、インターネットバンキングが利用で
きます。詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　令和6年度の自動車税の納税通知書は、4月下旬頃に発
送予定です。
　なお、障がい者のために使用する自動車については、
一定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれ
ば、自動車税（種別割）が減免される場合がありますので、
早めにご相談ください。
問小林県税・総務事務所
☎23-3194

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

堆肥の悪臭防止等にご協力くださ
い

　水稲や飼料、園芸作物の作付けのため、堆肥を散布す
る機会が増えますが、散布後の悪臭等の苦情が多く寄せ
られています。堆肥をほ場に持ち出し、天候等の都合に
より堆肥散布ができない場合は、必ずシート等で堆肥を
覆うか、散布後は直ちに耕運するようお願いします。　
　また、堆肥運搬車両や散布機械等で公道を走行する場
合も堆肥等が落下しないよう注意をお願いします。
　万一、落とした場合は、ほうきなどで清掃をお願いし
ます。
　地域一体となり、住みよい地域にしていきましょう。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
3 月10 日、今 西 地 区の 香 取 神
社と田 代 地 区の天宮 神 社で行
わ れ た 打 植 祭 。4 年 ぶ りに 通
常 規 模 で の 開 催 となり、狂 言
などが 行われました 。

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登
録されている軽自動車や126cc以上のバイク、市町村で
登録しているバイク（ 125cc以下）、小型特殊自動車を
持っている人に課税されます。
　軽自動車の所有者は、5月31日（金）までに軽自動車税
を納めてください。市役所、または金融機関、各コンビ
ニエンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　令和6年度の軽自動車税の納税通知書は、5月上旬ごろ
に発送予定です。もし、5月中旬までに納税通知書が届か
ないときは、市税務課にお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、

一定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれ
ば、軽自動車税が免除されます。

【軽自動車税（種別割）の納税通知書の発送】現金で納付
する人は、令和6年度から車両1台につき1通の納税通知
書を送付します。複数の車両を所有、または使用する人
は、複数枚の納税通知書を送付します。所有、または使
用する車両台数と納税通知書の発送枚数が一致している
かご確認ください。

【口座振替日】 軽自動車税の納期限は5月31日（金）です。
口座振替日も5月31日（金）となりますので、振替日の前
日までに預金残高の確認をしてください。

【軽自動車税はスマートフォン決済アプリ（ PayPay等）
でもお支払いできます】スマートフォン決済アプリで納
付した場合は、納付してから市で納付確認ができるまで
に若干の日数を要します。納付後すぐに車検用の納税証

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
4月30日（火）までに納めましょう。

祝！ 100 歳　いつまでもお元気で

山下 重男さん

（南原田）

木原 キミさん

（池島）

鶴田 カナエさん

（湯田）

3 月末までに 100 歳を迎えられた皆さんを紹介します。

山野 スミエさん

（中島）

本二日市 サエ子さん

（苧畑）

平山 ウタコさん

（京町）

米倉 エミ子さん

（南昌明寺）
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